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因子である FLIP，survivin の発現低下を認めた．以上の結果から，BGJ398 とOBP-801 の併用によるアポトー
シスは，intrinsic pathwayと extrinsic pathwayのいずれも介していると考えられた．続いて，BGJ398とOBP-801
の併用によるアポトーシスにおける Bim の関与を調べるため，特異的 siRNA を膀胱癌細胞に導入し，Bim の
発現を抑制した結果，併用で認められたアポトーシスが有意に減弱した(P＜0.01)．さらに，Bim の発現誘導の
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